














































































































































































































































































































































































































































































( i ）モレンハウアー （今井訳） 『忘れられ
た述閲』 1987、田中 ・今H・『キーワード
現代の教育学』などを参！被。
(i）この現尖という表現に指されているも
のが、はたして何であるかという点につい
ては悦重に考える必要があるといえるが、
この問題については、議論の見通しをよく
するためにも、今回は取り扱わず、月IJの機
会に論ずるものとする。
国主盟参考文献
アドルノ（原他訳） 『自律への教ff』 河出
内房荒！？社
。おぎの りょういち
大阪大学大学院文学研究科臨床哲学研究
室開土前j制裁！程。上智大学文学部在学時
より臨床留学の活動に加わる。2012年
度からは大阪に拠点を移し、
学校での対話に参加するとともに芸術と
人lJ形成というテーマに取り組んで、おり、
中之山留学コレージコの企画 ・運営にも
なi館的に｜民｜わっている。
教育の自律性／自律への教育，そして 「教養」についてーI23 
